
浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 前段(1)全国のレジオネラ症届出件数



浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 前段(2)言葉の説明

pHpH（水素イオン濃度）（水素イオン濃度）

中性はpH=7ですが、pHによる塩素系薬剤の消毒効果は、殺菌力の強い

次亜塩素酸（HCLO）と、殺菌力がその1/100程度に過ぎない次亜塩素

酸イオン（CLO－）の比率により異なります。pH7〜8の間でこの比率

は大きく異なり、塩素の中の次亜塩素酸の占める比率はpH=7で76％あ

るものが、pH=8で24％にも落ちてしまいます。すなわちプール水、浴

槽水がアルカリ性に傾くほど、消毒効果は弱くなります。ちなみに

pH=6では次亜塩素酸が96.6％を占めますので、酸性に傾くほど消毒効

果は高まります。

過マンガン酸カリウム消費量過マンガン酸カリウム消費量

過マンガン酸カリウムを試薬とした水中の有機物量の指標です。

有機物等水中の被酸化物質によって消費されるろ過マンガン酸カ

リウムの消費量で示されます。このため、かりに有機物が少なく

 
とも、被酸化物質が多く含まれる温泉水等では大きな数値を示し

 
ます。

濁濁 度度

濁度は外観による汚染の指標として使用され、濁度が小さい

プール水・浴槽水は見た目にも清潔感があり、衛生的に管理されている

ことを伺わせます。

濁度に影響を与える懸濁物質（水中に浮遊し、水に溶けない個体粒子）

に微生物が付着、埋棲すると消毒作用が妨害、低下されます。このことは、

微生物的安全性を消毒操作だけに頼ることはできなことを示し、

懸濁物質をできるだけ少なくしてから消毒をするのがのぞましい、

と言えます。

大腸菌群大腸菌群

大腸菌群は、微生物学的汚染、特に糞便による汚染の指標として

用いられてます。浴槽水においては、汚水の流入等がない限り、

大腸菌群の検出は入浴者による持ち込みを反映しているものと

考えられます。

SSSS（浮遊物質量）（浮遊物質量）
水中に懸濁している不溶解性の粒子状物質

一般細菌一般細菌

水の一般清浄度を示す指標として使用されます。一般細菌として検出

される細菌の多くは、病原菌とは直接関連しませんが、

汚染された水ほど多く検出されます。



浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 前段(3)レジオネラ属菌の増殖



浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 前段(4)文献内容の紹介

■遊離残留塩素濃度0.7mg/Lとなっていた施設でもレジオネラが検出された。

■このことは、レジオネラが水中の有機固形物に付着した状態で浮遊しており、塩素の殺菌効果が妨害されたものと考える。
厚生労働省が遊離塩素濃度のガイドラインとしている0.2mg/Lから0.4mg/Lの濃度で管理されていた施設は45施設（17.0
％）であったが、レジオネラ属菌は17施設（37.8％）から検出された。さらには、0.5mg/Lから1.5mg/Lを保っていた71施
設でも19施設（26.8％）から レジオネラ属菌が検出された。

東京都健康安全センター多摩支所東京都健康安全センター多摩支所
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水処理技術水処理技術Vol.45No.2(2004)Vol.45No.2(2004)より抜粋より抜粋



浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 循環式浴槽の危険部位と対策（ろ過器①）



浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策 循環式浴槽の危険部位と対策（ろ過器②）

積層ろ過器の致命的欠点ろ材の構成
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